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１
年
の
総
括
と
も
い
え
る
、
年
次
大
会
が
早
く
も
や
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
年
次
大
会
は
３
３
５
-Ｃ
地
区
の
、メ
ン
バ
ー
が一堂
に
集
い
、

そ
の
年
の
活
動
を
か
え
り
み
て
、
次
年
度
の
活
動
が
さ
ら
に
進
化
・

発
展
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
重
要
な
大
会
で
す
。

　
今
年
度
の
大
会
テ
ー
マ
は「
感
謝
の
心
で
奉
仕
す
る
」で
す
。
私
が
、

年
度
当
初
か
ら
皆
さ
ん
に
伝
え
て
き
た
「
感
謝
」
と
「
楽
し
く
」

と
い
う
気
持
ち
を
こ
の
大
会
で
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
私
の
出
身
地
で
あ
る
滋
賀
県
で
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
式
典
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
メ
ン
バ
ー
に
は
、
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
琵
琶
湖
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
晩
餐
会
に
つ
い
て
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
楽
し
め
る
よ
う
趣

向
を
凝
ら
し
、
精一杯
の
お
も
て
な
し
を
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
１

年
の
活
動
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
て
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
皆
様
の
多
く
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

地
区
ガ
バ
ナ
ー　
南　
英
三 南  英三

335 - C 地区ガバナー
（草津ＬＣ）
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第 65 回年次大会　公式プログラム
大会テーマ「 感謝の心で奉仕する 」

２０１９年４月２０日（土）
代議員総会　　　　　  琵琶湖ホテル
式典・記念コンサート　大津市民会館・びわ湖クルーズ
晩　餐　会　　　　　  琵琶湖ホテル

※代議員登録時間　１０：００～１０：３０を必ずお守り下さい。
※登録時間を過ぎると投票用紙を渡せませんのでご注意下さい。
※代議員総会終了後、１３：１０までに昼食をお済ませいただき、
　式典会場の大津市民会館へ移動をお願いいたします。

晩　餐　会　１８：００－２０：００　晩餐会　琵琶湖ホテル

・大会事務局　　　　
・開票所　　　　　　
・代議員昼食会場　　
・来賓控室　　　　　
・救護室　　　　　　

琵琶湖ホテル３Ｆ「ホワイト」・大津市民会館２Ｆ「リハーサル室」
琵琶湖ホテル３Ｆ「グリーン」
琵琶湖ホテル３Ｆ「瑠璃」
琵琶湖ホテル３Ｆ「グリーン」・大津市民会館２Ｆ「小ホール」
琵琶湖ホテル３Ｆ「ホワイト」・大津市民会館１Ｆ「静養室」

開 催 日
開催場所

１０：００－１０：３０
１０：３０－１２：３０
１３：００－１３：３０
１３：３０－１５：００
１５：３０－１６：３０
１７：００－１７：３０
１８：００－２０：００

琵琶湖ホテル　３Ｆ
琵琶湖ホテル　３Ｆ「瑠璃」
大津市民会館
大津市民会館　「大ホール」
大津市民会館　「大ホール」

琵琶湖ホテル　３Ｆ「瑠璃」

代 議 員 登 録
代 議 員 総 会
式 典 受 付
式 典
記念コンサート
びわ湖クルーズ
晩 餐 会

■代議員の方にお願い

時間および会場



第５７回ＯＳＥＡＬフォーラム報告
　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
主
催
、
第
５７
回
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
２
０
１
８
年
１1
月
１５
日
〜
１８
日
の
日
程
で
中
国
・
海
南
島
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

１６
日
、
海
南
国
際
会
議
コ
ン
ベ
ン
シ
ョン
セ
ン
タ
ー
で
地
元
メ
ン
バ
ー
の
熱

烈
な
歓
迎
の
中
、
国
際
役
員
、
各
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
国
際
会
長
の
順
で

入
場
が
行
わ
れ
開
会
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
日
１９
時
か
ら
海
口
華
彩
華
邑
酒
店
に
於
い
て
、
事
前
登
録
か
ら
二

転
三
転
と
色
々
あ
っ
た
中
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、Ｃ
地
区
か
ら
２７
名
と
柿

原
３
３
５
複
合
地
区
ガ
バ
ナ
ー
協
議
会
議
長
・
堀
口
Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・

吉
村
Ｂ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
お
招
き
し
３０
名
の
参
加
者
が
集
い
、
３
３
５‐

Ｃ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
晩
餐
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
谷
川
地
区
国
際
関

係
副
委
員
長
の
司
会
に
よ
り
案
浦
地
区
国
際
関
係
副
委
員
長
の
出
席
者

紹
介
、
中
嶋
地
区
国
際
関
係
委
員
長
の
開
宴
の
挨
拶
で
晩
餐
会
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
南
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
、
今
回
、
二
転
三
転
あ
り
な

が
ら
も
２７
名
で
は
あ
り
ま
す
が
、Ｃ
地
区
だ
け
が
晩
餐
会
を
開
催
で
き
た

こ
と
へ
の
感
謝
の
意
と
今
後
の
活
動
の
報
告
等
を
ご
挨
拶
頂
き
、
続
い
て

柿
原
３
３
５
複
合
地
区
ガ
バ
ナ
ー
協
議
会
議
長
の
発
声
に
よ
る
乾
杯
の

後
、
美
味
し
い
本
格
的
な
中
華
料
理
を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

堀
口
Ａ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、吉
村
Ｂ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
も
ご
挨
拶
を
頂
き
、

永
田
名
誉
顧
問
・
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ロ
ー
ア
、
最
後
に
小

鍛
冶
第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
お
言
葉
で
閉
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
１７
日
の
１６
時
半
か
ら
は
海
口
マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
に
て
国
際
会
長
歓
迎

晩
餐
会
が
開
催
さ
れ
当
地
区
か
ら
は
南
ガ
バ
ナ
ー
が
参
加
致
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
１８
日
に
は
海
南
国
際
会
議
コ
ンベン
シ
ョン
セ
ン
タ
ー
に
て
閉
会

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
委
員　

前
田
忠
憲
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【
今
回
の
レ
オ
ク
ラ
ブ
研
修
会
の
目
的
】

●
レ
オ
ク
ラ
ブ
研
修
会

　
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
歴
史
を
知
り
、
会
員
増
強

　

を
図
る
た
め
。

●
和
食
マ
ナ
ー
講
座

　

和
食
マ
ナ
ー
を
学
び
、
社
会
で
恥
を
か
か

　

な
い
立
派
な
大
人
に
な
る
た
め
。

●
ア
イ
バ
ン
ク
講
座

　

ア
イ
バ
ン
ク
の
方
か
ら
講
話
を
聞
き
、
具
体

　

的
な
社
会
奉
仕
を
知
り
、
自
分
た
ち
個
人

　

が
で
き
る
奉
仕
活
動
を
理
解
す
る
た
め
。

【
活
動
内
容
】

　
レ
オ
ク
ラ
ブ
研
修
会
で
は
、Ｌ
ｅ
ｏ
吉
岡
が

レ
オ
ク
ラ
ブ
の
歴
史
に
つ
い
て
講
話
し
ま
し

た
。
ま
た
講
話
の
後
は
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
参
加
メ
ン
バ
ー
全

員
で
会
員
増
強
に
つ
い
て
色
ん
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
て
い
き
、
レ
オ
ク
ラ
ブ
の
将
来
を
見
つ
め

な
お
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
の
和
食

「
入
舟
」
の
山
田
様
か
ら
和
食
マ
ナ
ー
講
座
を

実
施
し
て
頂
き
ま
し
た
。
和
食
の
マ
ナ
ー
だ

け
で
な
く
、
会
席
料
理
の
楽
し
み
方
や
雑
学

を
学
び
ま
し
た
。
今
ま
で
日
常
的
に
お
箸
や

お
茶
碗
等
を
使
っ
て
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
ま
し

た
が
、
私
た
ち
の
知
ら
な
い
作
法
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
驚
く
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
料
理
の

味
を
た
だ
楽
し
む
の
で
は
な
く
、
香
り
を
楽
し

む
こ
と
で
季
節
を
感
じ
ら
れ
、
和
食
の
趣
深
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
和
食
の
マ
ナ
ー
は
想

像
し
て
い
た
以
上
に
決
ま
り
が
多
く
、
品
の
あ

る
日
本
の
文
化
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
レ
オ
ク

ラ
ブ
で
は
色
ん
な
活
動
し
ま
し
た
が
大
人
に

な
っ
た
と
き
に
一
番
た
め
に
な
る
こ
と
を
学
べ
て

大
変
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。

　

最
後
に
、
ア
イ
バ
ン
ク
講
習
を
京
都
府
立
医

科
大
学
ア
イ
バ
ン
ク
組
織
バ
ン
ク
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
石
垣
様
よ
り
講
話
を
受
け
ま
し
た
。
ア
イ

バ
ン
ク
講
習
で
は
前
半
に
短
編
ド
ラ
マ
を
見
ま

し
た
。
後
半
は
隣
の
人
と
ア
イ
バ
ン
ク
に
つ
い
て

意
見
交
換
や
質
問
を
し
あ
う
こ
と
で
、
ア
イ
バ

ン
ク
の
身
近
に
感
じ
る
疑
問
を
解
決
し
、
更
な

る
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
し

も
、
私
が
亡
く
な
っ
て
角
膜
移
植
の
許
可
を
し

て
い
て
も
、
私
の
身
内
の
人
が
必
ず
し
も
許
可

し
て
く
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
移
植
に
関
し

て
し
っ
か
り
と
知
識
を
持
っ
て
お
く
こ
と
、
家

族
に
意
思
表
示
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。

レ
オ
３
３
５
‐
Ｃ
地
区　

会
長　

西
村
宗
生

２
０
１
8
年
10
月
28
日　

京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

レ
オ
ク
ラ
ブ
研
修
会
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国際平和ポスターコンテスト第31回
ライオンズクラブ国際協会　３３５-Ｃ地区

滋
賀
展
示
会

滋
賀
展
示
会

　

自
由
と
平
和
を
愛
し
文
化
を
進
め
る
１１
月
３
日
文
化
の
日

に
、ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
に
て
第
３１
回
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
滋
賀
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
Ｍ
Ｃ・Ｉ
Ｔ
委
員
長
Ｌ
町
田
浩
一の
開
会
宣
言
を
開
店
と

同
時
に
行
い
、地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
南
英
三
よ
り
挨
拶
を
賜
り
、引

き
続
き
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
松
岡
勲
、６
Ｒ
リ
ジ
ョ
ン・チ
ェ

ア
パ
ー
ソ
ン
Ｌ
竹
之
内
實
、６
Ｒ
２
Ｚ
ゾ
ー
ン・チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
Ｌ

吉
川
喜
彦
、７
Ｒ
１
Ｚ
ゾ
ー
ン・チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
中
原
憲
治
、７
Ｒ

２
Ｚ
ゾ
ー
ン・チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
Ｌ
伏
木
与
司
夫
に
加
わ
っ
て
頂
き

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
華
や
か
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、応
募
総
数
１
６
，２
４
８
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

入
賞
作
品
５０
点
と
６
Ｒ
、７
Ｒ
の
ク
ラ
ブ
か
ら
選
出
さ
れ
た
作
品

９２
点
及
び
こ
れ
ま
で
の
最
優
秀
作
品
数
点
、合
わ
せ
て
１
５
０
点

近
く
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

　

祝
日
で
も
あ
り
、ま
た
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
通
路

を
利
用
し
て
の
設
営
と
い
う
事
で
、出
展
者
の
家
族
だ
け
で
な

く
、一
般
の
方
も
多
数
入
場
く
だ
さ
り
、１６
時
の
閉
会
ま
で
切
れ
目

な
く
会
場
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
に
平
和
と
、今
回
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
よ
う
に『
思
い

や
り
は
大
切
な
こ
と
』を
考
え
る
一
助
に
な
り
、そ
し
て
こ
の
中
か

ら
複
合
地
区
、国
際
協
会
に
選
ば
れ
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
区
Ｍ
Ｃ・Ｉ
Ｔ
副
委
員
長　

井
口
和
智

奈
良
展
示
会

奈
良
展
示
会

　

２
０
１
８
年
11
月
11
日
秋
晴
れ
の
大
和
郡
山
市
商
工
会
館(

愛

称
ま
い
ど
ほ
ー
る)

で
奈
良
展
示
会
を
催
し
ま
し
た
。今
回
の
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、１
６
，２
４
８
点
の
応
募
が
あ
り
地
区

へ
の
提
出
作
品
は
４
３
８
点
で
し
た
。世
界
の
平
和
を
祈
り
、今

回
の「
思
い
や
り
は
大
切
な
こ
と
」を
テ
ー
マ
に
１１
歳
〜
１３
歳
ま

で
の
子
供
達
に
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。国
際
大
賞
に
選
ば
れ

ま
す
と
賞
金
Ｕ
Ｓ
＄
５
，０
０
０
と
家
族
２
名
そ
し
て
ス
ポ
ン

サ
ー
Ｌ
Ｃ
の
会
長
が
、賞
贈
呈
式
に
無
料
招
待
さ
れ
ま
す
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、地
区
Ｍ
Ｃ・Ｉ
Ｔ
委
員
長
Ｌ
町
田
浩
一

が
開
会
宣
言
、第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
小
鍛
冶
正
明
の
ご
挨
拶

を
戴
き
、第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
松
岡
勲
、名
誉
顧
問
元
協
議

会
長
八
嶌
隆
を
は
じ
め
沢
山
の
地
区
役
員
の
皆
様
の
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
時
に
は
高
ら
か
な
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
作
品
応
募
者
の
ご
家
族
も
御
参
加
戴
い
て
、会

場
は
一
杯
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。最
終
的
に
は
１
０
０
人
を
超

え
る
入
場
者
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
ま
し
た
。奈
良
県
各
地
か
ら
も
参

加
い
た
だ
き
、家
族
連
れ
が
多
く
て
、滞
留
時
間
も
長
く
６
時
間

の
展
示
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
気
が
し
ま
す
。奈
良
会

場
で
は
、地
区
入
賞
作
品
５０
点
と
８
Ｒ
地
区
提
出
作
品
８２
点
の

作
品
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。

地
区
Ｍ
Ｃ・Ｉ
Ｔ
副
委
員
長　

鈴
木
利
孝

京
都
展
示
会

京
都
展
示
会

　

２
０
１
８
年
１１
月
２５
日
於:

京
都
日
図
デ
ザ
イ
ン
博
物
館
に
て

第
３１
回
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
京
都
展
示
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
１
６
，２
４
８
点
の
中
か
ら
最
優
秀
作
品
地
区
ガ
バ

ナ
ー
賞
３
点
を
は
じ
め
、入
賞
作
品
を
含
む
全
４
３
８
点
を
展
示

致
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５‐

Ｃ
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
南

英
三
の
開
会
ご
挨
拶
の
後
、地
区
役
員
の
皆
様
に
も
ご
出
席
を
賜

り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
セ
レ
モ
ニ
ー
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

子
供
達
が
平
和
を
願
い
一
所
懸
命
に
描
い
た
力
作
を
、沢
山
の

方
々
に
ご
鑑
賞
頂
け
る
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５‐

Ｃ
地
区
Ｍ
Ｃ・Ｉ
Ｔ
委

員
会
と
致
し
ま
し
て
は
、今
後
も
国
際
平
和
ポ
ス
タ
ー
を
沢
山
の

皆
様
に
ご
鑑
賞
頂
く
事
に
よ
っ
て
、世
界
の
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
契
機
の
ひ
と
つ
に
な
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

地
区
Ｍ
Ｃ
・
Ｉ
Ｔ
委
員
長　

町
田
浩
一
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２
０
１
８
年
１１
月
５
日（
月
）リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
京
都
に
お
い
て
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
南
英
三

は
じ
め
、
地
区
役
員
な
ら
び
に
地
区
内
ク
ラ
ブ
よ

り
会
長
・
幹
事
・
担
当
委
員
長
総
勢
１
０
４
名

の
出
席
を
い
た
だ
き
Ｇ
Ｓ
Ｔ（
糖
尿
病
）セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
ガ
バ
ナ
ー
が
今
年
度
重
点
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
さ

れ
て
い
る「
糖
尿
病
予
防
啓
発
」を
中
心
に「
ク
ラ

ブ
に
と
っ
て
Ｇ
Ｓ
Ｔ
は
何
が
で
き
る
」
を
テ
ー
マ

に
企
画
し
ま
し
た
。

　

地
区
Ｇ
Ｓ
Ｔ
・
ア
ラ
ー
ト
副
委
員
長
原
田
満
義

に
よ
る
司
会
の
元
、
地
区
Ｇ
Ｓ
Ｔ
・
ア
ラ
ー
ト
委

員
長
松
田
太
蔵
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
講
師
な
ら

び
に
出
席
者
紹
介
の
後
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
南
英
三

が
糖
尿
病
予
防
の
重
要
性
、Ｇ
Ｓ
Ｔ
の
役
割
を
話

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、
地
区
Ｇ
Ｓ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
河
原
善
雄
の
趣
旨
説
明
が
あ
り
、
セ
ミ
ナ

ー
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
糖
尿
病
発
症
・
合
併
症
予
防
を
目
指
し
た
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
を
議
題
と
し
、
京
都
府
立
医

科
大
学
・
糖
尿
病
治
療
学
講
座
講
師
牛
込
恵
美

様
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
般
的
に
は
空
腹
時
の
血
糖
値
測
定
に
よ
っ

て
、糖
尿
病
の
判
断
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、牛
込
先

生
は
食
後
30
分
の
血
糖
値
を
重
要
視
さ
れ
て
い

る
と
の
事
で
し
た
。患
者
さ
ん
の
治
療
経
験
を
も

と
に
、
予
防
方
法
や
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。質
疑
応
答
で
は
活
発
な
質

問
が
あ
り
、有
意
義
な
ご
講
演
で
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
、Ｇ
Ｓ
Ｔ
の
五
大
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
中
心
に
３
３
５
複
合
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
団
英
男（
３
３
５
‐
Ａ
地
区
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・

名
誉
顧
問
神
戸
み
な
と
Ｌ
Ｃ
）が
小
児
が
ん
、ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、子
ど
も
食
堂
、ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
支
援
等
、
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
（
頭
の
体

操
）
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
出
席
者
の
笑
い
を
誘

い
、楽
し
く
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
委
員
長
白

井
幸
則
よ
り
、
２
０
１
９
年
１
月
30
日
に
開
催
さ

れ
る
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
冠
ス
ポ
ン
サ
ー

に
な
り
、
糖
尿
病
予
防
の
啓
蒙
、
啓
発
活
動
事
業

に
つ
い
て
の
説
明
と
ご
支
援
、
ご
協
力
の
お
願
い

が
あ
り
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
地
区
Ｇ
Ｓ
Ｔ
・
ア
ラ
ー
ト
副
委
員

長
正
木
昌
一
が
閉
会
の
挨
拶
し
、
定
刻
17
時
に
閉

会
し
ま
し
た
。

地
区
Ｇ
Ｓ
Ｔ
・
ア
ラ
ー
ト
委
員
長　

松
田
太
蔵

２
０
１
8
年
11
月
5
日　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

Ｇ
Ｓ
Ｔ（
糖
尿
病
）
セ
ミ
ナ
ー
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２
０
１
８
年
11
月
11
日
（
日
）
京
都
外
国
語
大
学
森

田
記
念
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ

松
岡
勲
、
名
誉
顧
問
・
元
協
議
会
議
長
Ｌ
神
﨑
守
、
１

Ｒ
〜
４
Ｒ
内
地
区
役
員
、
各
ク
ラ
ブ
よ
り
50
名
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

薬
物
は
、
日
本
全
国
、
そ
し
て
京
都
府
下
で
も
近
年

未
成
年
の
心
と
身
体
を
蝕
ん
で
い
る
と
の
報
告
を
、
私

を
は
じ
め
高
校
生
、
大
学
生
の
皆
さ
ん
も
大
き
な
シ
ョ

ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

薬
物
が
若
者
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
に
身
近
に

あ
る
と
認
識
し
、誤
っ
た
価
値
観
を
払
拭
し
な
け

れ
ば
と
強
く
考
え
ま
す
。

　
一
人
の
大
人
と
し
て
若
者
の
人
生
に
ひ
と
か

け
ら
の
薬
物
も
近
づ
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
素
晴
ら
し
い
人
生
が
待
っ
て
い
る

若
者
の
た
め
、一
人
で
も
多
く
の
方
が
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
薬
物
予
防

啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

高
校
生
と
考
え
る
薬
物
乱
用
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
京
都

（
平
成
30
年
度
き
ょ
う
と
薬
物
乱
用
防
止
行
動
府
民
会
議
総
会
）

　

今
年
度
も
多
数
の
高
校
生
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー

岩
室
紳
也
医
師
に
よ
る
基
調
講
演
を
は
じ
め
、

違
法
薬
物
に
係
る
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
説

明
、
ラ
ジ
オ
公
開
収
録
な
ど
素
晴
ら
し
く
大
変

意
味
の
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

地
区
青
少
年
育
成
副
委
員
長　

吉
永
達
哉

２
０
１
８
年
11
月
11
日　

京
都
外
国
語
大
学
森
田
記
念
講
堂
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公
式
訪
問
も
11
月
７
日
、
南
地
区
ガ
バ
ナ
ー

の
ホ
ー
ム
ゾ
ー
ン
６
Ｒ
２
Ｚ
の
合
同
例
会
を
も
っ

て
完
了
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
地
区
内
各
ク
ラ
ブ

の
会
長
、
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
か
ら
現
状

報
告
と
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
５
大
目
標
実
現
に

向
け
た
、
力
強
い
意
志
を
お
示
し
頂
き
、
地
区

ガ
バ
ナ
ー
も
、
大
い
に
期
待
を
持
っ
て
意
を
強
く

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
各
地
で
は
、
紅
葉
狩
り
で
賑
わ
う
錦

秋
の
な
か
、
11
月
27
日
に
、
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
会
議
が
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
Ｌ
梅
山
克
啓
の
司
会

進
行
に
よ
り
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
南
英
三
に
よ
る

開
会
ゴ
ン
グ
が
、会
場
の
朱
雀
の
間
に
鳴
り
響
き
、

定
足
数
確
認
、
出
席
者
紹
介
の
後
、
南
地
区
ガ
バ

ナ
ー
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
国
・
海
南
島
で
、
開
催
さ
れ
た
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、
３
３
５
‐
Ｃ
地
区
か
ら
、
多
数

の
出
席
を
頂
け
た
こ
と
、
担
当
委
員
会
お
よ
び

会
員
の
皆
さ
ん
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と

の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
前
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
後
藤
典
生
よ
り
、

今
年
度
の
地
区
運
営
が
順
調
に
推
移
し
て
い
る
こ

と
を
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
よ
り
一

層
の
努
力
を
重
ね
て
、
目
標
達
成
に
向
け
て
邁
進

し
て
ほ
し
い
と
の
激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
前
年
度
、
国
際
会
長
Ｌ
ナ
レ
シ
ュ
・

ア
ガ
ワ
ル
よ
り
、
前
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
後
藤
典
生

へ
感
謝
状
と
メ
ダ
ル
の
贈
呈
が
あ
り
、
出
席
者
一
同

か
ら
大
き
な
拍
手
で
、
感
謝
と
お
祝
い
の
気
持
ち

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
委
員
長
Ｌ
白
井
幸
則

が
、
配
付
資
料
の
確
認
を
し
、
南
地
区
ガ
バ
ナ
ー

が
議
長
席
に
着
か
れ
、
署
名
人
に
は
、Ｌ
松
村
一
男
、

Ｌ
吉
川
喜
彦
の
両
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
を
選

出
し
、
会
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
第
65
回
地
区
年
次
大
会
の

件
、
糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
件
、
第
２
回
３

３
５
複
合
地
区
ガ
バ
ナ
ー
協
議
会
会
議
の
件
な
ど

に
つ
い
て
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
議
事
項
と
し
て
、
前
年
度
、
地
区
決
算
報
告

書
、
監
査
報
告
並
び
に
引
継
ぎ
書
類
に
つ
い
て
、

前
地
区
会
計
Ｌ
小
西
秀
樹
、
前
地
区
監
査
委
員
Ｌ

森
瀬
正
博
か
ら
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
次
年
度
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
と
し
て

Ｌ
小
鍛
冶
正
明
、
第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者

と
し
て
、Ｌ
松
岡
勲
を
推
挙
す
る
件
な
ど
が
、
い
ず

れ
も
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
閉
会
の
挨
拶
が
、第
１
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

Ｌ
小
鍛
冶
正
明
か
ら
会
議
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
言
葉

と
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
へ
の
さ
ら
な
る
協
力
依
頼
が
あ
り
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
運
営
委
員
長　

白
井
幸
則

２
０
１
８
年
11
月
27
日　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
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12
月
４
日
（
火
）
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
に
於
い
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
対
象
に
よ
る
標
記
講
座
が

開
催
さ
れ
、
来
賓
、
講
師
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
総
勢
50
名
の
ご
参
加
を
頂
き
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
が
薬
物
乱
用
防

止
の
啓
発
活
動
の
講
師
と
成
り
え
る
育
成
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。

司
会　

地
区
青
少
年
育
成
副
委
員
長　

杉
垣
新
哉

開
講
式
で
は
来
賓
、
講
師
様
並
び
に
地
区
役
員
の
ご
紹
介
後
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
南
英
三
、
続
い
て
京
都
府
健

康
福
祉
部
薬
務
課 

課
長　

横
田
薫
様
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅰ
基
礎
講
座

　

①
ビ
デ
オ
講
座
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
薬
物
乱
用
防
止
教
育
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　
　
「
薬
物
乱
用
か
ら
自
分
を
守
る
」（
15
分
）

　

②「
医
学
知
識
」「
薬
物
乱
用
と
身
体
へ
の
影
響
」（
30
分
）

　
　
　

医
学
博
士　

万
本
盛
三
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

Ⅱ
専
門
講
座
（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
と
し
て
）

　

③「
行
政
事
情
１
」「
薬
物
犯
罪
対
策
に
つ
い
て
」
を
ふ
り
返
っ
て

　
　
　

講
師　

京
都
府
警
察
本
部　

刑
事
部　

組
織
犯
罪
対
策
第
三
課　

警
部　

石
田
豊
様

　

④「
行
政
事
情
２
」「
京
都
府
の
取
組
に
つ
い
て
」

　
　
　

講
師　

京
都
府
健
康
福
祉
部　

薬
務
課　

薬
物
対
策
・
企
画
担
当　

副
主
査　

服
部
正
幹
様

　

⑤「
行
政
事
情
３
」「
教
育
現
場
の
現
状
」

　
　
　

講
師　

京
都
翔
英
高
等
学
校　

副
校
長　

足
達
靖
彦
様

　
　
　
（
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５
‐
Ｃ
地
区　

名
誉
顧
問
・
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
）

　

講
座
終
了
後
、
公
益
社
団
法
人
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
企
画
部
長　

加
藤
康
樹
様
よ
り
感
謝
の

辞
を
述
べ
て
頂
き
こ
の
育
成
講
座
開
催
に
あ
た
り
担
当
し
ま
し
た
地
区
青
少
年
育
成
委
員
長
Ｌ
今
村
絹
世
よ
り
閉
講

の
挨
拶
を
述
べ
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

追
伸　

尚
、
当
ク
ラ
ブ
（
京
都
北
Ｌ
Ｃ
）
に
於
い
て
も
日
を
置
か
ず
し
て
12
月
６
日
（
木
）
の
例
会
に
て
青
少
年

薬
物
乱
用
防
止
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
当
養
成
講
座
開
催
を
メ
ン
バ
ー
共
々
意
義
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
区
青
少
年
育
成
副
委
員
長　

藤
井
行
雄

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
対
象
　
薬
物
乱
用
防
止
教
育
認
定
講
師
養
成
講
座

（
薬
物
乱
用
防
止
に
係
わ
る
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
講
師
育
成
の
講
座
会
）

２
０
１
８
年
12
月
4
日　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
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12
月
２
日
の
12
時
よ
り
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

に
お
い
て
、
２
０
１
８
年
度
冬
期
Ｙ
Ｃ
Ｅ
派
遣
学
生
歓
送

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
地
区
Ｙ
Ｃ
Ｅ
・
レ
オ
副
委
員
長
の
出
席
者
の
紹
介

の
後
、
船
越
地
区
Ｙ
Ｃ
Ｅ
・
レ
オ
委
員
長
か
ら
Ｙ
Ｃ
Ｅ
派

遣
学
生
、
保
護
者
及
び
ス
ポ
ン
サ
ー
ク
ラ
ブ
の
方
々
に
Ｙ

Ｃ
Ｅ
事
業
の
説
明
や
方
針
を
述
べ
ら
れ
た
後
、Ｙ
Ｃ
Ｅ
派
遣

学
生
が
今
回
の
Ｙ
Ｃ
Ｅ
の
経
験
を
生
か
し
て
さ
ら
な
る
活

躍
を
さ
れ
る
事
を
期
待
し
、
帰
国
後
は
Ｙ
Ｃ
Ｅ
の
Ｏ
Ｂ
と

し
て
の
協
力
も
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
南
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、Ｙ
Ｃ
Ｅ

派
遣
学
生
に
は
必
ず
三
つ
の
お
土
産
を
持
っ
て
帰
っ
て
き

て
欲
し
い
。
そ
れ
は
品
物
で
は
な
く
て
、
皆
さ
ん
の
心
に

残
る
想
い
出
と
し
て
持
ち
帰
り
、
無
事
に
帰
国
し
て
、
そ

れ
を
是
非
我
々
に
報
告
し
て
欲
し
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、Ｙ
Ｃ
Ｅ
派
遣
学
生
の
紹
介
が
有
り
、Ｙ
Ｃ
Ｅ
派

遣
学
生
に
は
南
地
区
ガ
バ
ナ
ー
と
船
越
地
区
Ｙ
Ｃ
Ｅ
・
レ

オ
委
員
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
贈
呈
が
あ
り
、

そ
の
後
Ｙ
Ｃ
Ｅ
派
遣
学
生
達
と
記
念
撮
影
を
撮
り
ま
し

た
。

　

松
岡
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
乾
杯
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

に
入
り
、
楽
し
く
食
事
を
取
り
な
が
ら
和
や
か
な
中
で
、

各
々
の
Ｙ
Ｃ
Ｅ
派
遣
学
生
の
Ｙ
Ｃ
Ｅ
に
対
し
て
の
意
気
込

み
を
挨
拶
し
て
い
た
だ
い
て
、
14
時
に
池
尾
地
区
Ｙ
Ｃ
Ｅ
・

レ
オ
副
委
員
長
の
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
最
後
に
参
加
者

全
員
の
記
念
撮
影
を
し
て
、
歓
送
会
を
無
事
に
終
了
致
し

ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｃ
Ｅ
派
遣
学
生
に
は
今
度
の
海
外
で
の
経
験
を
糧

に
、
よ
り
一
層
の
精
神
的
な
成
長
を
さ
れ
る
事
を
、
そ
し

て
元
気
に
帰
国
さ
れ
ま
す
事
を
Ｙ
Ｃ
Ｅ
・
レ
オ
委
員
会
メ
ン

バ
ー
一
同
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

地
区
Ｙ
Ｃ
Ｅ
・
レ
オ
副
委
員
長　

下
平
晃
寿

２
０
１
8
年
12
月
２
日　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

２
０
１
８
年
度
冬
期

Ｙ
Ｃ
Ｅ
派
遣
学
生
歓
送
会

２
０
１
8
年
12
月
13
日　

京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

２
０
１
８
年
度
冬
期

Ｙ
Ｃ
Ｅ
来
日
学
生
歓
迎
会

　

2
0
1
8
年
12
月
13
日
、
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に

於
い
て
「
2
0
1
8
年
度
冬
期
Ｙ
Ｃ
Ｅ
来
日
学
生
歓
迎

会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
師
走
の
慌
た
だ
し
い
平
日

に
も
関
わ
ら
ず
、
来
日
学
生
の
皆
様
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
、
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、
そ
し
て
地
区
ガ
バ
ナ
ー

Ｌ
南
英
三
を
は
じ
め
と
す
る
地
区
役
員
、
地
区
Ｙ
Ｃ
Ｅ
・

レ
オ
委
員
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
計
25
名
も
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
冬
期
来
日
学
生
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
よ
り
テ
オ

さ
ん
と
チ
ョ
ン
さ
ん
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
よ
り
キ
ン
バ
リ
ー

さ
ん
、
東
マ
レ
ー
シ
ア
よ
り
エ
リ
カ
さ
ん
の
４
名
を
３
３

５
‐
Ｃ
地
区
で
受
け
入
れ
致
し
ま
し
た
。

　

会
食
に
先
立
ち
ま
し
て
、
出
席
者
の
紹
介
、
来
日
学

生
の
紹
介
、
そ
し
て
南
ガ
バ
ナ
ー
と
船
越
委
員
長
よ
り
英

語
を
交
え
た
ご
挨
拶
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
贈
呈
式
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
来
日
学
生
の
皆
様
に
対
し
て
は
、
慣
れ
な
い
住

環
境
の
中
で
す
が
健
康
に
留
意
し
つ
つ
思
う
存
分
こ
の
短

期
留
学
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
こ
の
貴
重
な
経
験
を

今
後
の
人
生
に
役
立
て
て
欲
し
い
旨
を
お
伝
え
に
な
ら

れ
、
そ
し
て
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の

皆
様
に
は
、
来
日
学
生
の
受
入
れ
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
の
頃
に
は
、
来
日
学
生
同
士
も
打
ち

解
け
て
積
極
的
に
会
話
を
交
わ
す
様
子
が
伺
え
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
な
か
食
事
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
日
学
生
皆
様
か
ら
も
お
一
人
ず
つ
今
後
の
抱

負
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
参
加
者
全
員
で
の
記
念
撮
影

の
後
、
懇
親
会
は
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ

を
中
心
と
す
る
関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
無
く
し
て
は
成

り
立
た
な
い
事
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
区
Ｙ
Ｃ
Ｅ
・
レ
オ

委
員
会
は
現
在
2
0
1
9
年
度
夏
期
事
業
の
準
備
を

進
め
て
お
り
、
今
後
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
、
ご
支

援
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
区
Ｙ
Ｃ
Ｅ
・
レ
オ
副
委
員
長　

日
夏
剛
史
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2018 年度
冬期 YCE 派遣レポート派遣先：イタリア　京都京洛ＬＣ：山本 翔

　

私
は
、イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
と
い
う
都
市
に

行
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。期
間
は
、１2
月
16
日

〜
１
月
７
日
ま
で
行
き
ま
し
た
。何
故
行
き
た

か
っ
た
の
か
と
い
う
と
、私
は
以
前
か
ら
建
築

物
に
興
味
が
あ
り
独
特
な
デ
ザ
イ
ン
を
見
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
さ
せ
て
頂
い
た
先
は
11
歳

の
男
の
子
と
８
歳
の
女
の
子
と
ご
夫
婦
合
わ

せ
て
４
人
で
住
ま
れ
て
い
た
家
族
で
し
た
。私

は
当
初
、違
う
家
族
と
過
ご
す
予
定
で
し
た
が

や
む
を
得
な
い
理
由
で
変
更
に
な
り
ま
し
た

が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
は
２
家
族
と
過
ご
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。家
族
と
は
色
々
な
場
所
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
ミ
ラ
ノ
に
あ
る
デ
ゥ
オ
ー
モ

大
聖
堂
で
す
。
日
本
の
建
築
物
と
は
全
く
異

な
る
景
観
で
初
め
て
見
た
と
き
は
そ
の
佇
ま
い

に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。イ
タ
リ
ア
に
行
っ
て
気

付
い
た
こ
と
は
、イ
タ
リ
ア
の
人
た
ち
は
自
己

主
張
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

方
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
の
た
め
、

と
け
込
み
や
す
く
、楽
し
く
暮
ら
せ
ま
し
た
。

文
化
に
つ
い
て
は
イ
タ
リ
ア
は
文
芸
復
興「
ル

ネ
サ
ン
ス
」発
祥
の
地
と
し
て
有
名
で
す
。現
在

に
至
る
ま
で
幾
度
も
革
新
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、様
々
な
分
野
で
の
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て

い
て
今
も
な
お
世
界
の
文
化
を
リ
ー
ド
し
て
い

ま
す
。具
体
的
に
い
う
と
絵
画
や
建
築
、哲
学

や
文
学
だ
け
で
な
く
舞
台
や
オ
ペ
ラ
な
ど
幅
広

い
範
囲
に
及
び
ま
す
。特
に「
芸
術
の
都
」と
呼

ば
れ
て
い
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
15
〜
16
世
紀
に

ル
ネ
サ
ン
ス
の
文
化
が
開
花
し
現
在
で
も「
屋

根
の
無
い
美
術
館
」と
し
て
観
光
産
業
を
牽
引

し
て
い
ま
す
。料
理
は
主
に
パ
ス
タ
で
ク
リ
ス
マ

ス
で
は
ピ
ザ
や
チ
ー
ズ
な
ど
が
出
て
豪
華
な
お

食
事
で
し
た
。驚
い
た
の
は
デ
ザ
ー
ト
で
出
て

き
た
背
の
高
い
パ
ン
ケ
ー
キ
で
名
前
は
パ
ン

ド
ー
ロ
と
い
い
ま
す
。そ
の
パ
ン
ケ
ー
キ
を
横
に

ス
ラ
イ
ド
し
て
切
っ
て
い
き
ク
リ
ー
ム
な
ど
を

塗
っ
て
い
き
サ
ン
ド
し
、ず
ら
し
な
が
ら
重
ね
て

い
く
と
と
て
も
華
や
か
で
食
べ
る
と
す
ご
く
甘

く
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
の
今
後
の
人
生
に
お
い
て
役
立
つ
と
思
っ

た
事
は
対
人
関
係
や
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
て
考
え

方
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。私
は
イ
タ
リ
ア
に

行
く
前
は
あ
ま
り
人
に
干
渉
し
な
い
タ
イ
プ
で

し
た
が
も
っ
と
人
に
積
極
的
に
な
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。考
え
方
な
ど
も
ス
ト
レ
ス
や
自
分
の

思
っ
て
い
る
事
は
中
に
溜
め
込
ま
な
い
よ
う
に

全
て
出
す
よ
う
に
し
、毎
日
楽
し
く
過
ご
そ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　

約
３
週
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
自

分
に
と
っ
て
す
ご
く
い
い
経
験
に
な
っ
た
し
行

か
せ
て
頂
い
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
関
係
者
の
皆
さ
ん

に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
機
会
が
あ
れ

ば
行
か
せ
て
く
だ
さ
い
。本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「ＹＣＥ派遣レポート」

「ＹＣＥ派遣レポート」
派遣先：マレーシア　園部ＬＣ：樋口 にわか

　

私
は
12
月
20
日
か
ら
１
月
６
日
ま
で
の
17
日

間
、マ
レ
ー
シ
ア
の
パ
ハ
ン
と
い
う
所
へ
冬
期
Ｙ

Ｃ
Ｅ
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。私
の
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
住
ん
で
い
る
街
は
パ
ハ
ン
の

ラ
ウ
ブ
と
い
う
街
で
し
た
。ラ
ウ
ブ
は
、マ
レ
ー

シ
ア
の
中
枢
、ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
か
ら
２
時
間

半
ほ
ど
離
れ
た
地
方
で
し
た
。私
は
そ
の
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
、私
と
も
う
１
人
の
日
本

人
と
２
人
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。マ

レ
ー
シ
ア
の
平
均
気
温
は
30
度
前
後
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、ち
ょ
う
ど
雨
季
だ
っ
た
の
で
、１

年
の
中
で
は
比
較
的
過
ご
し
や
す
い
気
候
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
あ
る

空
港
に
着
い
て
１
番
初
め
に
感
じ
た
こ
と
は
も

の
す
ご
く
暑
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
は

ち
ょ
う
ど
寒
い
時
期
な
の
で
違
和
感
を
感
じ
ま

し
た
。ラ
ウ
ブ
に
着
い
て
も
そ
の
暑
さ
は
変
わ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

実
際
、現
地
で
過
ご
し
て
い
る
と
、多
く
の
文

化
に
出
会
い
ま
し
た
。マ
レ
ー
シ
ア
人
は
、マ

レ
ー
系
、中
華
系
、イ
ン
ド
系
の
３
つ
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。マ
レ
ー
シ
ア
の
人
達
は
こ
の
３
言

語
プ
ラ
ス
英
語
が
話
せ
る
方
が
多
い
の
で
す
。

私
は
驚
き
ま
し
た
。日
本
人
は
日
本
語
し
か
話

せ
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、マ
レ
ー
シ
ア
で

は
場
所
や
相
手
に
よ
り
話
す
言
葉
を
変
え
て
い

ま
し
た
。私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
近
所
の

方
々
は
、中
華
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
な
の
で
普
段

は
中
国
語
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
冬
期
派
遣
で
マ
レ
ー
シ
ア
の
方
々

の
温
か
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。私
の
英
語
は
相

手
に
伝
わ
り
に
く
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。で
す

が
、言
葉
の
壁
を
越
え
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
学
生

や
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
親
し
く
な
れ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。こ
の
経
験
は
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら

れ
な
い
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
世
界
で
活
躍
出
来
る

よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

 

10



派遣先：マレーシア　長浜ＬＣ：近藤 裕麻

　

ま
ず
初
め
に
、私
を
派
遣
生
と
し
て
選
ん
で

い
た
だ
き
、サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
関
係
者
全
て
の
方
に
感
謝
致

し
ま
す
。

　

私
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
過
ご
し
た
19
日
間
は

毎
日
充
実
し
て
い
て
、本
当
に
楽
し
か
っ
た
で

す
。今
ま
で
見
た
こ
と
の
無
い
マ
レ
ー
シ
ア
の

伝
統
料
理
を
食
べ
た
り
、農
場
に
行
っ
て
、ハ
チ

ミ
ツ
を
ス
ト
ロ
ー
で
直
接
吸
っ
た
り
、ヤ
シ
の

実
を
収
穫
し
て
、コ
コ
ナ
ッ
ツ
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
飲

ん
だ
り
、一
瞬
一
瞬
自
分
の
目
の
前
で
起
き
て
い

る
こ
と
全
て
が
新
鮮
で
、刺
激
的
な
も
の
ば
か

り
で
し
た
。そ
の
中
で
も
一
番
感
動
し
た
の
が

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
地
バ
ド
ゥ
洞
窟
で
す
。２

７
２
段
の
カ
ラ
フ
ル
な
階
段
を
登
っ
た
先
に
あ

る
洞
窟
は
、壮
大
で
と
て
も
厳
か
な
雰
囲
気
が

漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

で
す
が
、今
回
の
派
遣
は
楽
し
か
っ
た
だ
け

で
な
く
、言
葉
の
壁
も
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。マ
レ
ー
シ
ア
の
公
用
語
は
英
語
と
マ
レ
ー

語
で
あ
り
、中
華
系
の
人
が
多
い
た
め
、３
言

語
を
扱
え
る
人
達
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。特
に

私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
基
本
中
国
語
で
会

話
を
し
て
い
た
た
め
、家
族
間
の
日
常
会
話
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、大
変
苦
労
し
ま
し

た
。で
す
が
、こ
れ
も
多
く
の
人
が
日
本
語
だ

け
を
話
す
日
本
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
で

あ
り
、こ
れ
か
ら
英
語
だ
け
で
は
な
く
他
の
言

語
も
勉
強
し
よ
う
と
い
う
思
い
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
マ
レ
ー
シ
ア
派
遣
の
リ
ー
ダ
ー

も
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、異
国
の
地
で
全
体
を

見
て
行
動
を
す
る
大
変
さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
っ

た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

「ＹＣＥ派遣レポート」

「マレーシアでの思い出」
派遣先：マレーシア　長浜ＬＣ：榊原 舞優

　

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
私
に
と
っ
て
初
め

て
の
海
外
で
し
た
。

　

出
発
す
る
直
前
は
不
安
で
仕
方
が
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
会
っ
た
瞬

間
か
ら
な
く
な
り
、
19
日
間
と
い
う
短
す
ぎ
た

日
数
は
と
て
も
充
実
し
て
い
て
中
身
の
濃
い
も

の
で
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

た
だ
私
を
有
名
な
観
光
地
へ
連
れ
て
行
っ
て
く

だ
さ
る
だ
け
で
な
く
、
勉
強
に
な
る
事
を
沢
山

教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
身
寄
り
の
い
な
い
沢
山
の
高

齢
者
の
住
ん
で
い
る
所
に
、
食
べ
物
や
日
用
品

な
ど
の
様
々
な
物
を
支
援
し
て
い
た
の
に
は
、

驚
き
を
通
り
越
し
、
純
粋
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

世
の
中
に
は
、
様
々
な
富
裕
層
の
方
が
お

ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
方
の
支
援
の
心
が
社
会

貢
献
に
使
わ
れ
て
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
は
、
地
元
の
事
を

本
当
に
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
、
寺
院
に
お
参
り

に
行
っ
た
と
き
や
、
そ
の
土
地
で
有
名
な
コ
ー

ヒ
ー
を
頂
い
た
時
な
ど
、
英
語
が
苦
手
だ
と

言
う
ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
が
、
熱
心
に
説
明
し
て

く
だ
さ
り
、
そ
の
土
地
に
つ
い
て
色
々
な
事
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

家
に
居
た
日
は
、
三
姉
妹
と
の
ガ
ー
ル
ズ

ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
っ
た
り
、
ケ
ー
キ
を
作
っ

た
り
し
ま
し
た
。

　

楽
し
い
日
々
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
、
最
終
日
の
車
の
中
で
「
い
つ
で
も
戻
っ

て
き
て
い
い
か
ら
ね
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
時

に
は
、
涙
が
で
て
き
て
家
族
の
顔
を
見
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
て
も
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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2018 年度
冬期 YCE 来日レポート

第１ホストクラブ：草津ＬＣ
第２ホストクラブ：近江守山ＬＣ

チョン・ユェン・ハウ　Choong Yuen Haow（Raphael）（マレーシア）

　

僕
の
名
前
は
、Ｔ
ｅ
ｏ
ｈ　

Ｗ
ｅ
ｉ　

Ｈ
ａ
ｎ

と
い
い
ま
す
。

　

今
15
才
で
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ
ナ
ン
と
い
う

所
か
ら
来
ま
し
た
。日
本
へ
は
初
め
て
来
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。日
本
で
の
経
験
は
実

に
楽
し
く
、多
く
の
非
常
に
親
切
な
人
々
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。と
り
わ
け
最

初
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
る
Ｓ
ａ
ｋ
ａ
ｇ

ｕ
ｃ
ｈ
ｉ
さ
ん
、Ｎ
ａ
ｋ
ａ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
さ
ん
、Ｔ
ａ

ｔ
ｓ
ｕ
さ
ん
ご
一
家
に
は
お
世
話
に
な
り
、私

を
あ
ち
こ
ち
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
、日

本
の
生
活
や
習
慣
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
イ
チ
ゴ
農
園
で
の
作
業
は
僕
に

と
っ
て
は
す
ば
ら
し
い
経
験
で
し
た
。僕
は

滋
賀
県
、京
都
府
、大
阪
府
に
滞
在
し
ま
し

た
が
、特
に
滋
賀
県
で
は
色
々
と
異
な
っ
た

日
本
の
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
僕
は
滋

賀
県
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
ス
キ
ー
体
験
は
非
常
に
印
象
深
く
、僕

は
ス
キ
ー
だ
け
で
な
く
雪
も
は
じ
め
て
体
験
で

き
て
素
晴
ら
し
い
経
験
で
し
た
。

　

最
後
に
、僕
は
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
体

験
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。日
本
を
訪
ね
、日
本
の
文
化
に
触
れ
た
こ

と
は
大
き
な
思
い
出
と
な
り
ま
す
。改
め
て
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
様
に
も
こ
の
よ
う
な
す

ば
ら
し
い
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第１ホストクラブ：八日市ＬＣ
第２ホストクラブ：園部ＬＣ

テオ･ウェイ・ハン　Teoh Wei Han（マレーシア）

２
０
１
８ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｙ
Ｃ
Ｅ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ

ｒ
ａ
ｍ 

Ｒ
ｅ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ

　

２
０
１
８
年
12
月
７
日
私
は
、マ
レ
ー
シ
ア

か
ら
の
他
の
学
生
と
共
に
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
来
日
し

ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、２
つ
の
異
な

る
国
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
改
善
し
、

他
の
国
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
お
か
げ
で
日

本
に
お
い
て
、自
分
の
文
化
を
学
ぶ
機
会
を

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、私
は
日
本
人
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。彼
ら
は
は
じ
め
て
会
っ
た
人
々
に
お
辞

儀
を
し
、挨
拶
し
、話
す
と
き
に
常
に
顔
に
美

し
い
笑
顔
に
な
り
ま
す
。彼
ら
は
私
よ
り
も

年
上
で
す
が
、私
を
友
人
の
よ
う
に
扱
い
、い

つ
も
私
を
尊
重
し
て
く
れ
ま
す
。た
と
え
何

か
間
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、彼
ら
は「
ｄ
ａ

ｉ
ｊ
ｏ
ｂ
ｕ
」と
言
い
、私
を
叱
る
の
で
は
な

く
、私
に
微
笑
み
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、人
々

は
こ
れ
ら
を
日
本
人
か
ら
学
ぶ
べ
き
で
あ

り
、こ
れ
は
世
界
を
よ
り
良
い
場
所
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

第
二
に
、私
は
本
当
に
日
本
の
通
り（
道
）

が
好
き
で
す
。と
て
も
き
れ
い
で
美
し
く
、植

物
や
花
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。マ
レ
ー
シ
ア

は
、日
本
人
の
よ
う
に
、ど
こ
に
も
ゴ
ミ
を
散

ら
か
さ
な
い
こ
と
を
学
び
た
い
で
す
。駅
は

混
雑
し
て
い
ま
す
が
、列
車
に
乗
る
前
に
み

ん
な
が
行
列
を
し
て
、列
車
か
ら
降
り
る
た

め
の
道
を
い
つ
も
作
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、日
本
に
滞
在
中
に
私
の
世
話
を

し
て
く
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
お
礼
を

言
い
ま
す
。日
本
で
は
本
当
に
良
い
経
験
が

で
き
ま
し
た
。私
は
こ
れ
ら
の
文
化
、伝
統
、

規
律
を
マ
レ
ー
シ
ア
に
持
ち
帰
り
、家
族
や

友
人
に
広
め
ま
す
。今
後
も
日
本
を
訪
問
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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第１ホストクラブ：ＭＤ３３７
第２ホストクラブ：生駒ＬＣ

エリカ・ロウ・イ・シュエン　Erica Lo Yi Xuan（マレーシア）

第１ホストクラブ：桜井ＬＣ
第２ホストクラブ：綾部ＬＣ

キンバリー・ジェーン・クローニン　Kimberley Jane Cronin（オーストラリア）

奈
良
旅
行
の
思
い
出

　

こ
の
２
週
間
で
、
私
は
２
組
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
過
ご
し
ま
し
た
。
私
の
最
初
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
池
尾
さ
ん
で
す
。
畳
に

暮
ら
す
機
会
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
最
も
忘
れ

ら
れ
な
い
こ
と
は
畳
に
住
む
経
験
し
た
こ
と

で
す
。
ま
ず
第
一
に
、
私
は
池
尾
さ
ん
が
疲

れ
て
い
て
も
遊
び
に
行
っ
た
り
来
た
り
し
て

く
れ
た
こ
と
に
非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
、

特
に
Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
彼
は
ず
っ
と
付
き
合
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
餅
の
作
り
方
も
経
験
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
餅
を
作
る
機
会
を
与
え
て
く
れ

た
小
池
さ
ん
と
彼
の
友
人
に
感
謝
し
ま
す
。

そ
し
て
、
引
原
さ
ん
が
仕
事
で
と
て
も
忙
し

く
て
も
私
と
一緒
に
過
ご
し
て
く
れ
た
こ
と
に

も
感
謝
し
ま
す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

を
一
緒
に
作
る
の
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
私
も
鉄
東
さ
ん
と
彼
の
家
族
と
素
晴

ら
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
池
尾
さ
ん

の
家
に
５
日
間
滞
在
し
た
後
、
３
日
間
の
ス

キ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
し
た
。
私
は
ス
キ
ー

キ
ャ
ン
プ
中
に
た
く
さ
ん
の
新
し
い
友
達
に

会
い
ま
し
た
。
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
後
、
私

は
最
後
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
、
村
田

さ
ん
の
家
に
移
動
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
新
し

い
友
達
と
出
会
い
ま
し
た
。
彼
女
の
名
前
は

あ
み
で
す
。
一
緒
に
買
い
物
に
行
き
ま
し
た
。

私
は
ま
た
別
の
２
人
の
Ｙ
Ｅ
メ
ン
バ
ー
と
一
緒

に
京
都
旅
行
を
し
ま
し
た
。
生
け
花
、
琴
、

茶
道
、
折
り
紙
を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
非

常
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
村
田
さ
ん

と
一
緒
に
天
王
寺
動
物
園
を
訪
問
し
ま
し
た
。

か
わ
い
い
動
物
が
た
く
さ
ん
い
て
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
動
物
園
に
は
い
ま

せ
ん
。
大
事
な
こ
と
を
言
い
忘
れ
ま
し
た
が
、

私
は
和
菓
子
を
作
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
、

そ
れ
は
少
し
難
し
い
け
れ
ど
も
と
て
も
楽
し

い
で
す
。
私
は
非
常
に
幸
せ
だ
っ
た
と
旅
行

の
一ヶ
月
は
一
年
の
中
で
最
も
記
憶
に
残
る
時

期
で
す
。
す
べ
て
の
思
い
や
り
と
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
対
し
て
、
池
尾
さ
ん
と
村
田
さ
ん
に
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
過
ご
し
た

す
べ
て
の
瞬
間
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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アイバンク通信

※多額の支援金を有難うございました。（2018.10.31～2019.1.31）（敬称略）

合　　計

びわ湖大橋病院
りっとう秋まつり（栗東ＬＣ）
滋賀地区啓発ゴルフコンペ
淀ＬＣもちつき大会
親子写生大会（八日市ＬＣ）

5,288
8,778

217,000
7,354
30,350
268,770

（啓発活動募金および献眼登録者数）

合　　計 159,307

京都薫風
京都醍醐
京都洛陽
京都むらさき
京都鉾町
京都鳥羽
京都南
京都洛中

10,000
20,000
27,657
10,000
30,000
32,500
22,150
7,000

（クラブ）

合　　計 115,000

南　　英三
後藤　典生

10,000
5,000

（個人）
伊井田栄治
岡田　米陽

50,000
50,000

りっとう市民秋まつり
（栗東ＬＣ） １１月１１日（日）

親子写生大会in河辺いきものの森
（八日市ＬＣ）１１月２５日（日）

啓 発 活 動 報 告  ※アイバンク献眼登録・啓発活動・募金活動を行いました。

４アイバンクの代表、担当者、公益信
託アイバンク、ライオンズクラブ３３５
－C地区ガバナー、アイバンク愛の光
基金管理会理事長以下２９名の参加
のもと助成金目録贈呈・近況報告等
意見交換会が開催されました。

11月26日（月）多数のご参加をいただき、チャリティーにご協力ありがとうございました。

１１月1２日（月） 京都・滋賀・奈良の４アイバンクとアイバンク愛の光基金管理会　意見交換会

第二回アイバンク愛の光基金管理会・滋賀地区啓発ゴルフコンペ開催　於：名神八日市カントリークラブ

京都淀ＬＣ会長Ｌ奥村訓彦のご母堂様より献眼を戴き、厚
生労働大臣・（公財）日本アイバンク協会・京都府立医大
アイバンク・アイバンク愛の光基金管理会より感謝状が授
与されました。（Ｌ奥村啓二のご令室様）
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京都日吉ヶ丘ライオンズクラブ　広報情報委員長　増田重治

京都日吉ヶ丘ライオンズクラブの献血勧誘活動

第5回京都南ライオンズ会長杯 争奪学童野球大会 決勝戦

京都南ライオンズクラブ　玉川元城

日　

時　

２
０
１
８
年
10
月
１
日　

月
曜
日　

11
：
30
〜
12
：
15

場　

所　

献
血
ル
ー
ム
伏
見
大
手
筋
前
の

大
手
筋
商
店
街 

　

当
日
朝
、被
害
が
心
配
さ
れ
た
台
風
24

号
も
過
ぎ
去
り
台
風
一
過
の
晴
天
と
な
り

ま
し
た
。日
本
赤
十
字
社
京
都
府
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
の「
献
血
に
い
こ
う
」の
か

け
声
に
も
賛
同
し
、当
ク
ラ
ブ
会
員
の
参

加
者
全
員
で
献
血
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
る
ユ

ニ
ホ
ー
ム
に
身
を
固
め
て
活
動
致
し
ま
し

た
。会
長
Ｌ
山
本
利
廣
の「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
の
さ
ら
な
る
充
実
を
」の
方
針
を
確
認

し
、ク
ラ
ブ
活
動
の
原
点
に
た
ち
か
え
り
友

愛
の
精
神
を
携
え
て
の
奉
仕
の
精
神
で
、

通
行
人
の
皆
様
に
献
血
勧
誘
の
言
葉
を
か

け
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
で
活
動
し
ま
し
た
。

献
血
ル
ー
ム
伏
見
大
手
筋
の
皆
様
の
協
力

も
得
な
が
ら
、昼
過
ぎ
に
は
滞
り
な
く
勧

誘
活
動
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

場
所
を
か
え
て
近
く
の
店
舗
に
て
献
血

例
会
を
行
な
い
ま
し
た
。会
長
よ
り
昨
今

多
く
の
台
風
が
到
来
し
仕
事
も
大
変
多
忙

な
折
多
く
の
会
員
が
参
加
し
、活
動
し
て

戴
い
た
こ
と
は
今
年
度
の
会
長
方
針
を
十

分
に
理
解
し
て
戴
い
た
も
の
で
、そ
の
行
動

に
感
謝
し
て
い
る
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。活
動
後
の
清
々
し
い
気
持
ち
の
下
、会

員
相
互
の
親
睦
も
図
り
ま
し
た
。

クラブ活動

　

２
０
１
８
年
12
月
２
日
於:

嵐
山
東
公

園
グ
ラ
ン
ド
に
て
第
２
回
京
都
南
ラ
イ
オ

ン
ズ
会
長
杯 

争
奪
学
童
野
球
大
会 

決
勝

戦（
京
都
軟
式
野
球
連
盟 

西
京
支
部 

少

年
部
主
催
）が
晴
天
の
中
、盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

桂
東
体
振
ラ
イ
オ
ン
ズ 

対 

嵐
山
東
ポ
ン

パ
ー
ズ
・
松
尾
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
合
同
チ
ー
ム

が
対
戦
致
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
両
チ
ー
ム
の
好
守
に
よ
り
大
接

戦
の
末
、１
対
０
で
桂
東
体
振
ラ
イ
オ
ン
ズ

が
見
事
優
勝
致
し
ま
し
た
。

　

京
都
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
会
長
Ｌ
山
本
尚
順

と
Ｌ
牧
和
也
か
ら
優
勝
チ
ー
ム
へ
優
勝
旗

並
び
に
優
勝
カ
ッ
プ
・
金
メ
ダ
ル
の
授
与
が

あ
り
、準
優
勝
チ
ー
ム
へ
は
幹
事
Ｌ
山
田 

浩
二
と
Ｌ
若
山
義
浩
か
ら
準
優
勝
カ
ッ
プ

と
銀
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
供
達
が
一
生
懸
命
、野
球
に
取
り
組

む
姿
勢
に
心
か
ら
感
動
致
し
ま
し
た
。今

後
も
永
く
大
会
を
開
催
し
、青
少
年
育
成

活
動
に
貢
献
出
来
る
様
、メ
ン
バ
ー
一
同
努

め
て
参
り
ま
す
。
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亀岡保津川ライオンズクラブ　環境保全委員長　藤村幸二

「かめおか霧のテラス」 へ 「展望パノラマパネル」 寄贈

　

亀
岡
保
津
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、亀
岡

盆
地
を
包
む
丹
波
霧
に
よ
る
雲
海
を
一
望
で

き
る
ス
ポ
ッ
ト「
か
め
お
か
霧
の
テ
ラ
ス
」に

「
展
望
パ
ノ
ラ
マ
パ
ネ
ル
」を
製
作
・
設
置
し

亀
岡
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。２
０
１
８
年
11

月
21
日（
水
）に
当
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り

ま
す
桂
川
亀
岡
市
長
出
席
の
も
と
に
こ
の
除

幕
式
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ネ
ル
は
、小
型
無
人
機
ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
て
テ
ラ
ス
上
空
50
㍍
か
ら
写
真
を
撮
影

し
、縦
０.５
㍍
、横
３
㍍
に
仕
上
げ
、亀
山
城
跡

や
穴
太
寺
、市
役
所
と
い
っ
た
観
光
地
や
主

要
な
建
物
の
位
置
を
示
し
、雲
海
の
上
か
ら

頭
を
出
す
牛
松
山
や
霊
仙
ケ
岳
と
い
っ
た
山

の
名
前
も
紹
介
し
ま
し
た
。丹
波
霧
が
織
り

成
す
幻
想
的
な
風
景
は
も
と
よ
り
、自
然
豊

か
な
亀
岡
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
た
も
の
で
す
。ま
た
テ
ラ
ス
ま
で
の

道
路
に
案
内
看
板
４
点
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

秋
か
ら
春
に
か
け
て
真
っ
白
な
雲
海
が
楽

し
め
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
皆
様
も
一
度
、こ
の
季

節
に
京
都
縦
貫
道
亀
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
降
り
て
車
で
10
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す

「
か
め
お
か
霧
の
テ
ラ
ス
」へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。雲
海
の
発
生
状
況
は「
霧
の
テ
ラ
ス　

ラ

イ
ブ
」で
検
索
し
て
亀
岡
市
観
光
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
よ
り
確
認
で
き

ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
今
後
と
も
こ

の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、自
然
の
素
晴
ら

し
さ
を
訴
求
し
、地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る

活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

京都洛北ライオンズクラブ　廣瀬宗泰

３Ｒ１Ｚ親善チャリティゴルフ大会

　

平
成
30
年
11
月
６
日（
火
）田
辺
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
に
て
３
Ｒ
１
Ｚ
親
善
チ
ャ
リ
テ
ィ

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
。

　

ス
タ
ー
ト
時
は
曇
り
空
の
雨
が
降
り
そ
う

な
お
天
気
か
ら
次
第
に
快
晴
と
な
り
、皆
様
の

日
頃
の
行
い
が
お
天
気
に
現
れ
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

京
都
平
安
Ｌ
Ｃ
・
京
都
橘
Ｌ
Ｃ
・
京
都
北
Ｌ

Ｃ
・
京
都
洛
北
Ｌ
Ｃ
・
京
都
洛
央
Ｌ
Ｃ
の
５
ク

ラ
ブ
総
勢
39
名
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
参
加
と
な

り
、懇
親
会
も
含
め
ま
す
と
総
勢
51
名
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
こ
の
大

会
は
、メ
ン
バ
ー
同
士
の
親
睦
を

深
め
る
事
は
も
と
よ
り
、チ
ャ

リ
テ
ィ
資
金
獲
得
を
目
的
と

し
、５
ク
ラ
ブ
の
合
同
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
支
援
事
業
の
資
金
と
し

て
あ
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

懇
親
会
場
で
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
、シ
ョ
ー
ト

ホ
ー
ル
で
ワ
ン
オ
ン
で
き
な

か
っ
た
方
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
頂

き
ま
し
た
。各
賞
の
発
表
が
あ

り
、大
い
に
盛
り
上
が
り
、美
味

し
い
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
集
ま
り
、楽
し

く
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
が
ご
参
加
下
さ
り
、大
会
の
主

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、た
く
さ
ん
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
資
金
が
獲
得
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、こ
の
親
善
チ
ャ
リ

テ
ィ
ゴ
ル
フ
が
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
役
立
つ
も
の
と
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。
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綾部ライオンズクラブ　結成５５周年実行委員長　四方素生

結成５５周年記念事業　糖尿病予防啓発ラジオ番組放送

　

綾
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
会
長
Ｌ
中
村
孝

行
）は
結
成
55
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
で
あ
る
Ｆ
Ｍ

あ
や
べ
に
て
糖
尿
病
予
防
啓
発
番
組「
知
っ

て
防
ご
う
、糖
尿
病
！
」を
放
送
し
ま
し
た
。

　

番
組
で
は
、地
域
に
根
差
し
た
医
療
活
動

を
行
う
綾
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
に
中
村

会
長
が
質
問
形
式
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、綾

部
に
お
け
る
糖
尿
病
の
現
状
や
治
療
法
、

予
防
法
を
１
時
間
に
わ
た
り
聞
き
、糖
尿
病

に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、糖
尿
病
予
防
の

啓
発
を
行
い
ま
し
た
。４
回
シ
リ
ー
ズ
で
２

０
１
９
年
１
月
７
日
か
ら
10
日
に
放
送
し
、

再
放
送
を
１
月
14
日
か
ら
17
日
に
行
い
、同

時
に
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
奉
仕
活
動
の
ラ
ジ
オ
Ｃ

Ｍ
も
制
作
し
、広
く
広
報
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、よ
り
糖
尿
病
を
理
解
し
て
頂
く
た

め
に
一
般
社
団
法
人
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
発
行

の
冊
子「
ま
る
ご
と
わ
か
る
糖
尿

病
」と
、１
月
30
日
に
糖
尿
病
予

防
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
開
催
さ
れ

る「
ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｅ
」

の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を
リ
ス
ナ
ー
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
し
た
と
こ
ろ
、多
数

の
応
募
を
頂
き
ま
し
た
。

　

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

食
事
や
運
動
な
ど
普
段
の
生
活

に
お
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
や
、

も
し
糖
尿
病
に
な
っ
て
も
薬
や

注
射
だ
け
に
頼
ら
ず
生
活
習
慣

を
見
直
す
こ
と
で
身
体
へ
の
負

担
を
少
な
く
す
る
な
ど
、た
め
に

な
る
話
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス

さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。こ
の
放
送
が
市
民

の
皆
様
の
健
康
の
一
助
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

写
真
：
Ｌ
Ｃ
事
務
局
隣
の
会
議

室
の
収
録
風
景

左
２
名
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
、

右
奥
Ｆ
Ｍ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
、

右
手
前
中
村
会
長

京都紫明ライオンズクラブ　献血・視力・聴覚・福祉委員長　山崎洋輔

「哲学の道」美化活動

　

京
都
紫
明
Ｌ
Ｃ
の
継
続
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

ひ
と
つ「
哲
学
の
道
美
化
活
動
」を
、12
月
１
日

（
土
）早
朝
よ
り
、地
域
住
民
の
方
々
で
組
織
さ

れ
て
い
る「
哲
学
の
道
保
勝
会
」の
皆
さ
ん
と

共
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、紅
葉
も
終
わ
り

道
一
面
に
落
ち
た
葉
を
竹
ボ
ウ
キ
や
ゴ
ミ
ハ
サ

ミ
を
持
っ
て
約
１
時
間
、美
化
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
哲
学
の
道
」は
29
年
前
に
当
時
の
建
設
省

が「
日
本
の
道
百
選
」を
選
定
し
た
時
に
選
ば

れ
た
、歴
史
的
な
伝
統
と
文
化
が
今
も
息
づ
い

て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
６
月
に
ゾ
ー
ン
合
同
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
寄
贈
し
た
案
内
板
が
、

京
都
を
訪
れ
た
観
光
客
の
人
達
に
も
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、こ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
継
続
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、ひ
と
り
で
も
多
く
の
参
加
者

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ク
ラ
ブ
の
例
会
だ
け
で
は
な
く
、こ
の

よ
う
な
野
外
に
お
け
る
美
化
活
動
、奉
仕
活
動

に
今
後
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
け
る
京
都

紫
明
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
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京都城南ライオンズクラブ　ＭＣ・ＩＴ委員長　松下正成

第２１回ＫＪ杯争奪中学生サッカー大会

　

去
る
２
０
１
９
年
１
月
26
日（
土
）・
27
日

（
日
）に
山
城
運
動
公
園
太
陽
が
丘
第
２
競

技
場
及
び
球
技
場
Ａ
・
陸
上
競
技
場
に
お
い

て「
第
21
回
Ｋ
Ｊ
杯
争
奪
中
学
生
サ
ッ
カ
ー

大
会
」参
加
選
手
・
来
賓
・
京
都
城
南
Ｌ
Ｃ

メ
ン
バ
ー
総
勢
約
４
５
０
名
で
開
催
致
し
ま

し
た
。

　

今
で
は
新
春
を
飾
る
大
会
と
し
て
、す
っ

か
り
地
域
に
定
着
し
た
本
大
会
も
今
年
は
第

21
回
目
の
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
雪
の
降
る
非
常
に
寒
い
中
、参
加
16

チ
ー
ム
が
雪
を
も
溶
か
す
よ
う
な
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。初
日
の
開
会
式
に
は
一

般
来
賓
を
は
じ
め
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
関
係

者
18
名
の
多
数
の
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
、宇

治
市
議
会
議
長　

坂
下
弘
親
様
、ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
国
際
協
会
３
３
５‐

Ｃ
地
区
４
Ｒ
３

Ｚ
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
Ｌ
松
山
迪
か
ら
も

励
ま
し
の
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、加
茂
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
Ｕ‐

15
友
久
心
陽
選
手
の
力

強
い
選
手
宣
誓
で
開
会
致
し
ま
し
た
。　

　

声
を
掛
け
合
い
一
心
に
ボ
ー
ル
を
追
う
選

手
達
の
輝
い
た
目
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
す
べ
く
必
死
に
駆
け
巡
る
選
手
た
ち
の
姿

か
ら
、メ
ン
バ
ー
一
同
感
動
と
力
を
頂
き
、そ
し

て
仲
間
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
再
確
認
致

し
ま
し
た
。地
域
の
青
少
年
健
全
育
成
の
一
環

と
し
て
取
り
組
ん
だ
本
大
会
も
実
り
あ
る
大

会
で
、い
つ
の
日
か
こ
の
選
手
の
中
か
ら
Ｊ

リ
ー
グ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
選
手
が

出
て
く
る
事
を
期
待
し
て
改
め
て‘

Ｗ
ｅ　

Ｓ

ｅ
ｒ
ｖ
ｅ'

の
意
義
を
実
感
致
し
ま
し
た
。こ
の

大
会
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
宇
治
サ
ッ
カ
ー

協
会
、宇
治
市
中
学
校
体
育
連
盟
他
関
係
各

位
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、成
績
結
果
は
次
の
通
り
で
す

　
・
優　

勝
：
京
都
市
立
太
秦
中
学
校

　
・
準
優
勝
：
八
幡
市
立
男
山
第
三
中
学
校

　
・
第
３
位
：
長
岡
京
市
立
長
岡
第
三
中
学
校

　
・
第
３
位
：
京
田
辺
市
立
大
住
中
学
校

京都むらさきライオンズクラブ　結成15周年記念事業実行委員会　事務局長　村田悦子

結成１５周年、姉妹クラブ提携を記念して、スリランカに車椅子３０台を寄贈

　

京
都
む
ら
さ
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、２

年
前
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
の
子
供
達
に
文
房
具

や
ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
寄
贈
を
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
２
月
に
現
地
を
訪
問
し
た
Ｌ
阿

蘇
は
、か
な
り
古
い
車
椅
子
を
使
用
さ
れ
て
い

る
方
を
見
て
、帰
国
後
さ
っ
そ
く
中
古
の
車
椅

子
の
寄
付
を
募
り
ま
し
た
。京
都
福
祉
介
護

用
品
協
会
様
や
、京
都
社
会
事
業
財
団
様
等

の
ご
協
力
を
得
て
、30
台
の
車
椅
子
が
集
ま
り

ま
し
た
。ま
た
訪
問
中
に
ご
縁
が
で
き
た
ア
ル

ス
ガ
マ
・
ベ
ン
ト
ー
タ
Ｌ
Ｃ
か
ら
姉
妹
ク
ラ
ブ

の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
１
月
16
日
、ス
リ
ラ
ン
カ
の
ア

ル
ス
ガ
マ・ベ
ン
ト
ー
タ
Ｌ
Ｃ
で
、両
ク
ラ
ブ
の

会
長
が
姉
妹
ク
ラ
ブ
協
定
書
に
署
名
を
い
た

し
ま
し
た
。現
地
で
は
車
椅
子
希
望
者
が
70
名

あ
り
ま
し
た
が
、優
先
順
位
を
決
め
、30
名
の

方
に
阿
蘇
会
長
か
ら
直
接
車
椅
子
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。日
本
製
の
車
椅
子
は
大
変
貴
重
な

も
の
だ
そ
う
で
、皆
さ
ん
に
と
て
も
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
姉
妹
ク
ラ
ブ
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、両

ク
ラ
ブ
の
連
携
の
更
な
る
可
能
性
を
感
じ
ま

し
た
。
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大和郡山ライオンズクラブ　環境保全委員長　藤本保文

清掃奉仕例会

　

久
々
の
、抜
け
る
よ
う
な
秋
晴
れ
の
下
、８
時
30
分
が
過

ぎ
る
と
、色
と
り
ど
り
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
着
け
た
少

年
野
球
チ
ー
ム
、ち
び
っ
子
武
道
の
子
供
た
ち
等
統
率
の

取
れ
た
大
勢
の
人
た
ち
が
続
々
と
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。９

時
に
開
会
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。Ｌ
森
田
会
長
が
開
会
の

挨
拶
に
続
い
て
谷
垣
大
和
郡
山
市
教
育
長
、ア
イ
バ
ン
ク
愛

の
光
基
金
理
事
長
Ｌ
森
井
の
ご
挨
拶
を
戴
き
ま
し
た
。親

子
ま
つ
り
実
行
委
員
会
そ
し
て
ア
イ
バ
ン
ク
愛
の
光
基
金

に
後
援
金
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

清
掃
作
業
は
、数
の
力
は
す
ご
い
も
の
で
、見
る
見
る
う
ち

に
ゴ
ミ
や
枯
れ
葉
等
が
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。

約
２
時
間
の
作
業
の
後
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
６
０
０
食
分
が

完
食
。何
年
も
続
け
ら
れ
て
き
た
行
事
で
す
が
、地
域
お
こ

し
の
行
事
の
た
め
汗
を
流
す
こ
と
は
、こ
れ
か
ら
も
末
永
く

続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

奈良西ライオンズクラブ　計画委員長　西村誠一

クリスマス家族例会

　

街
路
樹
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
美
し
く
光
り
輝
く
中
、

12
月
19
日
に
ク
リ
ス
マ
ス
家
族
例
会
を『
ザ
．ヒ
ル
ト
ッ
プ

テ
ラ
ス
奈
良
』に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
ル
ツ
イ
ス
タ
ー
扮
す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
登
場

か
ら
始
ま
り
、ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
で
は
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
の『
ド
ミ
ナ
ペ
レ
グ
リ
ナ
リ
』の
演
奏
や
ダ

ン
ス
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。続
い
て
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
は
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
協
賛
品
が
次
々
と
落
札
さ

れ
ま
し
た（
収
益
金
の
寄
贈
先
は
決
定
次
第
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）。

　

メ
ン
バ
ー
皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
平
成
最
後
の

ク
リ
ス
マ
ス
家
族
例
会
を
無
事
楽
し
く
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

草津ライオンズクラブ　森野朋宏

クラブアクティビティ2018 大橋悠依選手講演会

　

10
月
21
日（
日
）ク
サ
ツ
エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、

滋
賀
県
出
身
、草
津
東
高
校
卒
業
、パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
選

手
権 

競
泳 

４
０
０
Ｍ
・
２
０
０
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
金
メ
ダ

リ
ス
ト 

大
橋
悠
依
選
手
を
お
招
き
し
、講
演
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
『
青
少
年
育
成
事
業
』と
い
う
こ
と
で
高
校
生
以
下
は
入

場
料
を
無
料
と
し
、草
津
市
内
は
も
と
よ
り
県
内
か
ら
多

く
の
青
少
年
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。５
０
０
名
程
の
参
加
者
の
前
で
大
橋
選
手
の
子
ど

も
の
頃
の
話
、今
後
の
目
標
を
お
話
し
い
た
だ
き
、講
演
の

最
後
に
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質
問
を
受
け
付
け
ま
し

た
。水
泳
の
上
達
の
方
法
の
質
問
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、大

橋
選
手
の
答
え
は
子
ど
も
た
ち
今
後
の
目
標
に
な
っ
た
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
開

催
さ
れ
る
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
金

メ
ダ
ル
獲
得
を
メ

ン
バ
ー
一
同
願
い
ま

す
。
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京都洛中ライオンズクラブ　平野高士

第３６回アイヘルス・糖尿病予防キャンペーン　開催

　

当
ク
ラ
ブ
が
長
年
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
ア

イ
ヘ
ル
ス
・
糖
尿
病
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
今
年
度
で
36
回

を
数
え
、10
月
26
・
27
日
に
ゼ
ス
ト
御
池
に
於
い
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。午
前
10
時
、京
都
市
保
健
福
祉
局
医

務
担
当
局
長
様
を
は
じ
め
京
都
府
糖
尿
病
協
会
、京
都
府

眼
科
医
会
、（
公
財
）京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団
、ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
南
英
三
、地
区
役
員
多

数
の
ご
出
席
を
頂
き
開
会
式
が
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
に
ご

挨
拶
を
頂
い
た
あ
と
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
て
会
場
が

オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。会
場
内
に
は
専
門
医
に
よ
る
健

康
相
談
を
は
じ
め
看
護
師
に
よ
る
血
糖
検
査
、管
理
栄
養

士
に
よ
る
栄
養
相
談
、壁
面
に
は
糖
尿
病
の
症
状
と
原
因
、

治
療
と
予
防
の
パ
ネ
ル
が
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。会
場
外
で
は

各
メ
ン
バ
ー
が
手
分
け
し
て「
ア
イ
ヘ
ル
ス・
糖
尿
病
予
防
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
品
を
通
行
中
の
人
に
配
布
Ｐ
Ｒ
し
て
夕
方

ま
で
の
間
に
約
２
０
０
人
余
り
の
人
た
ち
が
来
場
さ
れ
て

大
変
な
盛
況
で
あ
り
ま
し
た
。こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
っ

て
ア
イ
ヘ
ル
ス
・
糖
尿
病
予
防
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
出
来
、

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
が
減
っ
て
い
く
こ
と
を
メ
ン
バ
ー
一
同

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

京都鉾町ライオンズクラブ　ＭＣ・ＩＴ委員　岩澤有徑

ミンナソラノシタという新たな支援

　

福
島
の
震
災
や
原
発
の
事
故
か
ら
時
間
が
過
ぎ
、京
都

の
私
た
ち
に
は
、そ
の
後
の
別
の
災
害
の
話
題
で
記
憶
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
行
く
中
、「
ミ
ナ
ソ
ラ
秋
祭
り
」と
言
う
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。改
め
て
福
島
の
お
母
様
方

か
ら
生
の
声
を
聞
く
機
会
に
遭
遇
し
、笑
顔
で
飛
び
回
る

子
供
達
と
共
に
奉
仕
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
が

綺
麗
に
連
携
す
る
気
が
し
ま
し
た
。今
も
除
染
作
業
の
た

め
に
地
面
の
土
を
入
れ
替
え
る
工
事
の
光
景
は
、お
母
様

に
と
っ
て
到
底
安
ら
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。幼
稚
園

留
学
と
は
、福
島
の
子
供
達
を
京
都
に
招
待
し
３
週
間
幼

稚
園
で
学
ぶ
の
で
す
が
、子
供
達
は
、今
ま
で
屋
外
で
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
話
は
、驚
き
で
す
。と
は
言

え
現
在
は
、ま
だ
選
ば
れ
た
一
部
の
子
供
達
に
対
す
る
活
動

の
始
ま
り
で
、十
分
な
支
援
に
は
程
遠
い
現
実
が
あ
り
ま

す
。京
都
鉾
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、出
来
る
限
り
の
協

力
を
約
束
し
笑
顔
を
確
認
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。私

に
は
、ミ
ン
ナ
ソ
ラ
ノ
シ
タ
と
い
う
活
動
の
名
称
を
よ
う
や

く
理
解
で
き
ま
し
た
。

京都北ライオンズクラブ　会長　中川朋子

皇后盃第３７回全国女子駅伝大会参加記念品寄贈

　

当
ク
ラ
ブ
は
１
９
９
３
年
よ
り
皇
后
盃
全
国
都
道
府
県

対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
の
参
加
記
念
品
を
寄
贈
し
て
い

ま
す
。１
月
の
第
37
回
大
会
の
記
念
品
は
結
成
55
周
年
記

念
事
業
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
白
百
合
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

せ
い
ら
ん
福
祉
会
と
共
に
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
制
作
致
し
ま

し
た
。当
ク
ラ
ブ
は
知
的
障
が
い
者
支
援
を
メ
イ
ン
ア
ク
ト

と
し
、と
も
に「
ふ
れ
あ
う
」こ
と
で
障
が
い
者
の
方
々
と
の

心
の
垣
根
を
な
く
そ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。そ
の「
ふ
れ

あ
い
活
動
」を
共
に
す
る
白
百
合
会
の
皆
さ
ん
が
一
針
一
針

丁
寧
に
京
都
府
・
市
の
花
で
あ
る
桜
の
手
刺
繍
を
施
し
、せ

い
ら
ん
福
祉
会
の
皆
さ
ん
が
縫
製
を
行
い
、当
ク
ラ
ブ
メ
ン

バ
ー
が
包
装
し
、９
ヶ
月
を
か
け
て
１
１
０
０
枚
が
完
成
、

大
会
事
務
局
に
寄
贈
し
ま
し
た
。こ
の
記
念
品
は
全
国
か

ら
集
ま
る
駅
伝
選
手
並
び
に
関
係
者
の
方
々
に
贈
ら
れ
ま

す
。制
作
に
当
た
っ
た
皆
さ
ん
は
自
分
達
の
作
っ
た
物
が
全

国
に
持
ち
帰
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、心
を
込

め
て
製
作
に
励
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。我
々
も
全
国
に「
ふ

れ
あ
い
の
心
」を

お
届
け
出
来
る

こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

20



大和郡山ＬＣ　鈴木利孝

８Ｒ２Ｚ合同献血キャンペーン

　
平
成
最
後
の
新
年
恒
例
の
Ｃ
Ｐ
が
、１
月
19
日
暦
の
大

寒
に
、奈
良
献
血
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。今
年

は
奈
良
西
Ｌ
Ｃ
が
担
当
し
、プ
レ
ゼ
ン
ト
用
の
食
パ
ン
１
本

（
３
斤
）毎
に
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
し
た
。20
名
の
参
加
メ
ン
バ

ー
で
手
際
よ
く
作
業
が
終
わ
り
、寒
空
の
中
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配

り
の
献
血
勧
誘
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

奈
良
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
外
人
さ
ん
が
多
く
、東
南
ア
ジ

ア
の
方
々
は
見
分
け
ら
れ
ず
空
振
り
が
続
き
ま
す
。

　

今
日
明
日
は
、セ
ン
タ
ー
試
験
。学
生
さ
ん
達
に
は
、無

事
桜
を
咲
か
せ

て
若
い
血
を
献

血
セ
ン
タ
ー
へ
運

ん
で
ほ
し
い
も
の

で
す
。

京都洛北ライオンズクラブ　須野原修二

岩倉一周ハイキングコース 山岳ルートへの遭難救助用標識看板設置事業

　

２
０
１
６
年
Ｃ
Ｎ
45
周
年
か
ら
始
め
た
継
続
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
で
あ
る「
京
都
洛
北
の
山
並
み
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

へ
の
遭
難
救
助
用
標
識
看
板
設
置
事
業
」の
継
続
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
。左
京
区
大
原
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、静
原
、鞍
馬
、岩

倉
北
、八
瀬
、広
河
原
へ
と
続
き
、今
回
は
洛
北
岩
倉
西
側

の
山
岳
コ
ー
ス
へ
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。今
回
の
設
置

で
、岩
倉
地
域
の
山
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
一
周
の
標
識
が

完
成
し
ま
し
た
。途
中
、２
０
１
７
年
に
は
３
Ｒ
１
Ｚ
合
同

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、右
京
区
愛
宕
山
へ
10
本
の
地
図

入
り
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
が
、今
回
の
設
置
を
含
め
る

と
合
計
で
２
８
５
本
の
遭
難
救
助
用
標
識
看
板
を
寄
贈
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
消
防
関
係
者
、警
察
関
係
者
、地
方
自
治
関
係

者
か
ら
も
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、関
係
機
関
か
ら
表
彰

を
受
け
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

地
域
社
会
に
溶
け
込
ん

だ
、今
の
ク
ラ
ブ
規
模
に

合
っ
た
、云
わ
ば「
身
の

丈
に
合
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
」で
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

栗東ライオンズクラブ　会長　奥村市衞門

ライオンズクエスト　パネルディスカッション例会

　

12
月
第
１
例
会「
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト　

パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
例
会
」を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
で
は
、過
去
に
受
講
し
て
い
た
だ
い
た
参
加

者
５
名（
栗
東
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
よ
り
１
名
、

栗
東
市
内
小
学
校
教
諭
３
名
、栗
東
市
内
学
童
保
育
所

よ
り
指
導
員
１
名
）を
お
呼
び
し
て
、①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

受
講
後
、教
育
の
場
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か

②
そ
れ
に
よ
っ
て
、子
ど
も
達
が
ど
う
変
化
し
た
と
感
じ
ら

れ
て
い
る
か
、に
つ
い
て
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

ど
の
先
生
方
も
、今
ま
で
子
ど
も
達
に
ど
う
学
ば
せ
よ

う
か
、そ
れ
ば
か
り
考
え
て
き
た
が
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

を
受
講
し
て
、子
ど
も
達
が
自
分
で
気
づ
く
に
は
ど
う
関

わ
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
視
点
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
事
が
一
番

大
き
い
気
づ
き
だ
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、学
童
保
育
所
の
場
で
も
、充
分
活
用
で
き
る
教
材

で
あ
る
と
共
に
、子
ど
も
へ
の
対
応
及
び
声
か
け
に
変
化
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
現
場
の
声
を
生
で
聞
け
た
事
は
、大
変
有
意
義
な

時
間
で
あ
り
、今
後
も
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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おめでとうございます！ 新会員の紹介

■株式会社京都銀行
■監査役
■銀行業

京
都
L
C

Ｌ 濱岸 嘉彦
1957 年 4月7日

■㈱ Life youth
■取締役
■保育

京
都
南
L
C

Ｌ 山本 武範
1989 年 8月9日

■㈱信天堂
■代表取締役
■印刷業

京
都
洛
南
L
C

Ｌ 西村 紀男
1951 年 11月19日

■㈱祇園 仁々木
■代表取締役
■菓子製造・販売

京
都
京
洛
L
C

Ｌ 森　 秀樹
1987 年 8月12日

■衆議院
■衆議院議員
■国会議員

京
都
西
L
C

Ｌ 繁本　 護
1972 年 12月26日

■かとう昌洋事務所
■
■市会議員

京
都
錦
L
C

Ｌ 加藤 昌洋
1987 年 8月2日

■㈱きーてらす
■代表取締役
■建築設計

京
都
錦
L
C

Ｌ 青川 剛気
1980 年 9月19日

■明治安田生命
■ 
■ 

京
都
チ
ェ
リ
ー
L
C

Ｌ 上田 貴美子
1941 年 9月30日

■ 
■ 
■ 

京
都
チ
ェ
リ
ー
L
C

Ｌ 下永 さちこ
1946 年 3月3日

■㈱タカノデンキ
■
■

京
都
チ
ェ
リ
ー
L
C

Ｌ 二橋 悦子
1960 年 2月26日

■しまむら聖子事務所
■
■フリーアナウンサー

京
都
紫
明
L
C

Ｌ 嶋村 聖子
1977 年 3月18日

■桧山司法書士事務所
■代表
■司法書士

京
都
桃
山 
L
C

Ｌ 桧山 政宏
1970 年 3月28日

■有限会社ナチュール シロモト
■代表取締役
■洋菓子製造販売

綴
喜
L
C

Ｌ 城本 智和
1961 年 8月7日

■公益財団法人 青少年野外活動総合センター
■理事
■青少年野外教育、公園運営

宇
治
L
C

Ｌ 鈴木 崇義
1980 年 6月21日

■藤山ゆきこ事務所
■
■京都府議会議員

宇
治
Ｌ
Ｃ

Ｌ 藤山 裕紀子
1977 年 11月7日

■植田医院
■院長
■医師

京
都
淀
Ｌ
Ｃ

Ｌ 植田 英嗣
1940 年 12月29日

■税理士法人 大高事務所
■社員税理士
■税理士

京
都
淀
Ｌ
Ｃ

Ｌ 大髙 俊生
1976 年 7月22日

■　
■　
■京都府議会議員　

宮
津
Ｌ
Ｃ

Ｌ 中島 武文
1984 年 7月18日

■㈱創星
■代表取締役
■不動産貸借業

大
津
Ｌ
Ｃ

Ｌ 小島　 亨
1946 年 4月9日

■アクア法律事務所
■代表
■弁護士

大
津
Ｌ
Ｃ

Ｌ 朴　 大俊
1975 年 6月3日

■ノエビアびわ湖販売株式会社
■代表取締役
■化粧品小売業

高
島
Ｌ
Ｃ

Ｌ 朝尾 真紀子
1973 年 12月27日

■ビジネスホテル西大津
■代表
■旅館

大
津
び
わ
こ
比
叡
Ｌ
Ｃ

Ｌ 馬場 敏治
1946 年 2月3日

■ミノベ建設
■代表取締役
■総合建設業

大
津
び
わ
こ
比
叡
Ｌ
Ｃ

Ｌ 美濃邉 清和
1955 年 10月20日

■大衆割烹じん
■店主
■自営（飲食）

志
賀
堅
田
Ｌ
Ｃ

Ｌ 中居　 繁
1977 年 11月16日

■㈱吉田商業
■専務取締役
■自動車販売･整備業

草
津
Ｌ
Ｃ

Ｌ 吉田 征史
1978 年 2月7日
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おめでとうございます！ 新会員の紹介

■株式会社 クズハタ装飾
■代表取締役
■内装仕上げ業

近
江
守
山
L
C

Ｌ 葛畑 真一
1969 年 6月18日

■㈱ワオナス
■代表取締役
■旅行業

八
日
市
L
C

Ｌ 坂口 暁子
1968 年 10月19日

■滋賀中央信用金庫愛知川支店
■支店長
■金融業

愛
知
L
C

Ｌ 若林 　暢
1963 年 12月19日

■大阪中央合同事務所
■代表
■司法書士

生
駒
L
C

Ｌ 米田 貴義
1971 年 5月23日

1978 年
1984 年　　
1989 年　　
1999 年
2002 年
2004 年
2006 年
2007 年　　
2009 年
2015 年

クラブチャーターメンバー
クラブ幹事
クラブ会長

7R1Z ゾーン・チェアパーソン
地区 YE 委員

地区 YE 委員・顧問
地区 YE 副委員長

地区 YE 顧問
地区 YCE 副委員長

クラブ会長

ライオン歴

竜
王
L
C

故 L和田  四志夫

没2018年9月23日
享年80才

1992 年　　
1998 年　　
2011 年

クラブ幹事
クラブ会長

7R1Z ゾーン・チェアパーソン

ライオン歴

竜
王
L
C

故 L森嶋  治雄

没2018年11月10日
享年72才

1978 年　　　　　　　　　
1994 年
2001 年　

会計
会長

3R1Z　ZC

ライオン歴

京
都
北
L
C

故 L内記  保雄

没2018年11月14日
享年92才

2000 年度

2010 年度
会長・地区年次大会副委員長

1R1Z ゾーン･チェアパーソン

ライオン歴

京
都
南
L
C

故Ｌ山下  善治

没2018年11月18日
享年86才

1965 年 1 月
1984～1985
1986～1987
1991～1992
1995～1996
1996～1997

1999～2000

2003～2004
2005～2006

2006～2007

入会
地区キャビネット会計

会長
3R リジョンチェアマン

副地区ガバナー
地区ガバナー

複合地区ガバナー協議会議長

複合地区視力ファースト・献眼推進委員長
複合地区国際協調委員長

複合地区視力ファースト・献眼推進委員長

複合地区レオ・ライオネス委員長

ライオン歴

京
都
紫
明
L
C

故Ｌ広瀬  来三

没2018年11月29日
享年93才

2014 ～ 2015 年度 会長

ライオン歴

京
都
京
洛
L
C

故Ｌ谷垣  郁男故Ｌ谷垣  郁男

没2018年12月23日
享年59才

1996 年　　　　
2004 年
　
2005 年

会長

地区青少年指導・ライオンズクエスト委員長
　

地区青少年指導・ライオンズクエスト委員長

ライオン歴

故Ｌ大岩  英雄

没2019年1月7日
享年77才

京
都
鴨
川
L
C

ご冥福をお祈り申し上げます
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【本社】

〒639-1123  奈良県大和郡山市筒井町 881-1

TEL: 0743-59-6006   FAX: 0743-59-6007

想いを届けるチカラに

イベントプロデュース

【東京営業所】

〒158-0097  東京都世田谷区用賀 4-13-2-407

TEL:03-6411-7447   FAX:03-6411-7448

【神戸営業所】

〒650-0001  神戸市中央区加納町 2-8-16  1F

TEL:078-261-0512   FAX:078-261-0513

【本社】

〒639-1123  奈良県大和郡山市筒井町 881-1

TEL:0743-59-6006   FAX:0743-59-6007www.tacltd.net

Ｌ川端　章代（大和郡山ＬＣ）Ｌ藤井　卓（大和郡山ＬＣ） Ｌ川端　章代（大和郡山ＬＣ）Ｌ藤井　卓（大和郡山ＬＣ）

Ｌ町田　浩一（京都南ＬＣ）



Ｌ一宮　寿行（京都東ＬＣ）

Ｌ木下　堯大（京都醍醐ＬＣ）



　平成３１年１月３０日、“糖尿病で苦しむ人をなくそう！”という南英三ガバナーの強い想い
を込めた「ライオンズクラブ国際協会３３５-Ｃ地区ｐｒｅｓｅｎｔｓ ブルーサークルＧＡＭＥ」が地
区ＧＳＴ委員会と滋賀レイクスターズの企画により、ウカルちゃんアリーナ（滋賀県立体育
館）で開催されました。
　「ブルーサークル」とは世界糖尿病デーのシンボルマークで、ブルーは「国連、どこまで
も続く空」、サークルは「団結」を表しています。
　来場者全員にこの「ブルーサークル」と滋賀レイクスターズのマスコット「マグニー」をデ
ザインしたバッジがプレゼントされました。
　また、会場の特設ブースでは滋賀県糖尿病協会の協力で、血糖値の測定や医師や栄養
士による健康相談が行われ多くの人が集まり、となりには日本ＩＤＤＭネットワークによる１
型糖尿病の根絶（＝根治＋治療＋予防）を目指す研究のための募金活動も行われ、多くの
方の善意が寄せられました。
　試合開始前の選手紹介には電飾のブルーサークルを持った子ども達と選手が入場、そ
の後ガバナーのエスコートで招待された「つぼみの会」の北村凌成くんによるチップオフセ
レモニーのフリースローでゲームが始まりました。２０００人を超える観衆の大きな声援で試
合は一進一退の好ゲームで前半は３２対３３で福岡ライジングゼファーがリード。
　ハーフタイムでは南英三ガバナーによるマイクパフォーマンスがおこなれ、ライオンズク
ラブのＰＲや糖尿病予防啓発の取り組みについて熱く話されました。
　そして寄付金の贈呈式が執り行われ、日本ＩＤＤＭネットワークの専務理事 大村詠一様よ
り「寄付金は１型糖尿病で苦しむ子ども達が、いつか注射を打たなくても生きられる未来を
プレゼントするための研究に使わせていただ
きます」と謝辞が述べられました。
　試合後半はレイクスターズの素晴らしいプ
レーの連続で、会場は大歓声で大盛り上り。
　結果は８３対７２で滋賀レイクスターズが
見事勝利し、私たち３３５-Ｃ地区にとっても新
年から最先のいいスタートとなりました。

地区キャビネット運営委員長　白井幸則

糖尿病予防キャンペーン

　今年度も、第31回目となる国際平和ポスターコンテストが開催され、京都、滋賀、奈良各会場
で展示会も無事開催されました。
　私自身も、子供達の真剣ながらも自由あふれる発想で描かれた作品を鑑賞して、世界平和に
ついて考える契機となりました。
　少しずつ、春が近づいてきてますが、4月20日には第65回年次大会が開催されます。
　年次大会で皆様にお会いできるのを楽しみにしております。

ザ・ライオンタイムズ（335-C 地区機関紙）
The Lions Times

【地区MC・IT副委員長】一宮　寿行（京都東LC）、木下　堯大（京都醍醐LC）
奥野　泰孝（舞鶴みなとLC）、井口　和智（愛知LC）、鈴木　利孝（大和郡山LC）
【担当地区運営委員】東　英一郎（草津ＬＣ）
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